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国が埋め立て本体工事に着手してから１０年 

透き通る青い海と真っ白な砂浜の海岸線が消える７万１千本の杭 

辺野古新基地建設の 

海砂採取問題２ 

  大浦湾の北東側に続く名護市嘉

陽の沿岸部には、浅瀬の砂地に海

草藻場が広がっており、2018 年 12

月まではジュゴンの食み跡が非常

に多く確認されていました。航空機

調査でも個体の出現率が高い海

域でした。音に敏感なジュゴンが

埋め立て工事が始まった2017年以

来、数少ない大切な餌場を放棄し

たことは想像に難くありません。残さ

れた海草藻場を全て守らねばジュ

◉

海
砂
の
採
取
は
底
生
生
物
と
共
に
バ
キ
ュ
ー
ム
で

吸
い
上
げ
ら
れ
生
態
系
を
著
し
く
、
破
壊
す
る
。  

◉

採
取
時
は
周
囲
へ
汚
濁
水
を
放
出
す
る
た
め
、
拡

散
し
た
汚
濁
物
が
日
光
を
遮
り
、
光
合
成
を
必
要

と
す
る
サ
ン
ゴ
や
海
草
（
う
み
く
さ
）
を
死
滅
さ

せ
る
。
ま
た
海
草
そ
の
も
の
が
絶
滅
の
恐
れ
の
あ

る
希
少
植
物
で
あ
る
。 

◉

海
砂
採
取
に
よ
る
海
底
地
形
の
改
変
は
、
沿
岸
部

の
砂
地
消
滅
に
繋
が
る
。 

◉

底
生
生
物
は
海
洋
生
物
の
生
存
を
根
本
か
ら
支
え

て
お
り
漁
業
資
源
の
枯
渇
を
も
招
く
。  

◉

重
要
な
観
光
資
源
で
も
あ
る
サ
ン
ゴ
礁
や
砂
浜
消

失
な
ど
、
将
来
に
わ
た
り
固
有
の
自
然
を
消
滅
さ

せ
る
。 

◉

沖
縄
近
海
の
海
砂
は
主
に
生
物
由
来
で
、
供
給
は

極
め
て
困
難
で
あ
り
有
限
で
あ
る
。 

◉

陸
か
ら
一
キ
ロ
と
い
う
採
取
許
可
海
域
は
、
元
来

生
物
の
多
様
性
に
富
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

◉

全
世
界
で
、
ま
た
政
府
も
取
り
組
む
【
持
続
可
能

な
社
会
】
の
実
現
に
逆
行
す
る
。 

◉

慶
良
間
諸
島
国
立
公
園
、
沖
縄
海
岸
国
定
公
園
、

ジ
ュ
ゴ
ン
生
息
痕
確
認
区
域
、
生
物
多
様
性
の
保

全
上
重
要
度
の
高
い
海
域
、
な
ど
の
区
域
内
や
付

近
よ
り
海
砂
を
採
取
す
る
本
計
画
は
【
辺
野
古
新

基
地
建
設
の
環
境
へ
及
ぼ
す
影
響
は
甚
大
で
あ

る
】
と
断
言
で
き
る
。 

  

海
上
行
動
チ
ー
ム 

Ｋ.

Ｎ 

ゴン個体数の回復は見込めない

のに、沖縄島最大規模の海草藻

場を新基地建設で埋め立ててし

まいました。 

そして今度はジュゴンの食み

跡が無数にあった嘉陽沖（陸か

ら 1 キロ）で大量の海砂採取をし

ているのです。海砂は有限です

し、やがて沿岸部からは砂地も

減少するでしょう。いま日本政府

と沖縄防衛局は、ジュゴンが戻

れる海草の繁茂する海を完全に

失くそうとしているのです。 

 

 海砂採取によるさまざまな生態系への影響 

 

辺
野
古
新
基
地
を
造
ら
せ
な
い
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
は
一
日
、
名

護
市
辺
野
古
の
米
軍
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
ゲ
―
ト
前
で
、
五
十
三

回
目
の
県
民
大
行
動
を
開
催
し
た
。
国
が
埋
め
立
て
本
体
工
事

に
着
手
し
て
十
年
、
約
四
七
〇
人
が
参
加
し
た
。
集
会
で
は
各
市

民
団
体
が
、
新
基
地
建
設
や
米
軍
基
地
問
題
を
巡
る
日
頃
の
抗

議
活
動
や
集
会
、
出
来
事
な
ど
を
報
告
し
た
。 

 
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
の
糸
数
慶
子
共
同
代
表
は
「
県
民
の
思
い
を

一
つ
に
辺
野
古
で
こ
れ
以
上
の
自
然
破
壊
を
許
さ
な
い
と
行
動
し

て
い
る
こ
と
は
、
世
界
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
不
屈
の
精
神
で
頑

張
っ
て
い
こ
う
」と
呼
び
か
け
た
。 

島
ぐ
る
み
会
議
い
と
ま
ん
の
大
城
規
子
さ
ん
は
、
十
月
に
行
っ

た
海
砂
問
題
を
提
起
す
る
写
真
展
（
裏
面
で
紹
介
）
で
、
大
浦
湾

に
打
ち
込
ま
れ
る
予
定
の
砂
杭
と
同
数
の
七
万
一
千
本
の
爪
楊

枝
を
立
て
た
ボ
ー
ド
を
展
示
し
、
新
基
地
建
設
計
画
を
可
視
化

し
た
際
の
反
響
を
紹
介
。
基
地
建
設
に
使
う
海
砂
の
採
取
地
周

辺
で
、
白
い
砂
浜
海
岸
が
侵
食
さ
れ
て
い
る
現
状
に
も
触
れ
「
自

然
を
守
り
基
地
の
な
い
未
来
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」と
訴
え
た
。 

 

来
年
一
月
の
名
護
市
長
選
挙
で
、
基
地
依
存
や
国
の
交
付
金

頼
み
の
現
市
政
か
ら
の
転
換
に
挑
む
「お
な
が
ク
ミ
コ
」
氏
は
、
「市

長
選
は
現
職
と
の
闘
い
で
は
な
く
、
国
と
の
闘
い
！
」 

と
強
調
。

全
県
か
ら
の
支
援
を
受
け
勝
利
を
め
ざ
す
と
訴
え
た
。 

 

那
覇
市
か
ら
参
加
し
た
新
垣
美
智
子
さ
ん
は
、
「十
年
の
間
に
、

県
民
投
票
も
県
民
大
会
も
あ
り
、
い
ろ
ん
な
場
面
で
、
基
地
反
対

の
意
思
を
示
し
続
け
て
き
た
が
、
少
し
も
届
い
て
い
な
い
。
や
り
き

れ
な
い
思
い
だ
」と
振
り
返
っ
た
。 

玉
城
デ
ニ
ー
県
知
事
か
ら
は
、
「
普
天
間
飛
行
場
の
一
日
も
早

い
危
険
性
の
除
去
は
、
政
府
と
沖
縄
県
の
共
通
し
た
課
題
で
、
辺

野
古
新
基
地
を
含
む
沖
縄
の
加
重
な
基
地
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
に
は
、
政
府
に
対
し
、
申
し
上
げ
る
べ
き
こ
と
は
申
し
上
げ
、

問
題
点
を
指
摘
し
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
等
」の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

 

天仁屋沖や嘉陽沖で海砂を採取している船 

大浦湾内で砂杭を打つ SCP 船（左）と A 護岸鋼管杭打設船（右） 

2023年以降にジュゴン生息痕が確認された伊平屋 
島沖から大浦湾内へ運ばれた「真っ白な海砂」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

那覇市で写真展 砂杭に使う海砂大量採取で自然・環境破壊に拍車！  

やんばる周辺の

海砂採取による砂

浜の消滅危機と、

辺野古新基地建

設で７万１千本の砂

杭を打つ計画の問

題を伝える写真展

（沖縄の海岸の豊

かな自然を守る実

行委員会主催）が

那覇のタイムスビ

ルの玄関ロビーで

行われた。 

主催者は、「今

後県庁など各自治

体庁舎の玄関など

で取り組んでいきた

い」と話している。 

海
砂
採
取
で
砂
浜
が
消
え
て
い
る
。
砂
杭
で
こ
れ
に
拍
車
が
… 

 

●印が海砂採取場所。国立公園内でも採取！ 

 

海底の海砂をバキュームで吸い上げ採取 

一緒に吸い上げられた小動物の命は？ 

 

 

 

辺野古に砂杭を打つ作業船６隻が集結 

 

辺野古新基地建設場所 
 


